
自己

評価

総合

評価
自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

令和７年度実績 7,141件

前年度実績 20,721件

令和７年度実績

前年度実績

令和７年度実績 6,850点

前年度実績 4,115点

令和７年度実績 818点

前年度実績 814点

令和７年度実績 968点

前年度実績 928点

令和７年度実績 8件

前年度実績 19件

令和７年度実績 13件

前年度実績 11件

令和７年度実績 11件

前年度実績 0件

令和７年度実績 9件

前年度実績 2件

令和７年度実績 242,379件

前年度実績 229,379件

令和７年度実績 44件

前年度実績 104件

令和７年度実績 98件

前年度実績 100件

令和７年度実績 8件

前年度実績 6件

令和７年度実績 41件

前年度実績 89件

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） B

博物館コメント

●（項目１～５）資料の受入については順調に増加している。

●（項目６～11）収蔵資料の活用については増減はあるものの順調である。

●（項目12～14）研究成果の公開状況については前年度実績に満たない見込みである。

14 研究成果の公開状況 論文研究報告 1

学術論文・学術書の本数（動物学12

件、植物学・菌類学14件、地学4

件、人文1件、博物館学10件）

Ⅰ

収蔵資料の

整理・保存

有効活用・

調査研究

収蔵資料

科研分担（3件）、歴博（4件）、東

大演習林（1件）

出版物、放送（撮影、デジタル情報

の利用）の全ての件数

調査研究

12 調査事業件数 件数 3

B

地域研究課題（44件）＋普遍研究課

題（52件）＋重点研究２件）

B

館外貸出

昨年度実績は、年報「館外貸出」か

ら

9 館内利用（学術調査以外） 4

昨年度実績は、年報「館内利用」か

ら

4

GBIFへのデータ提供累積数

収蔵資料

の有効活

用

13 共同調査事業件数 件数 4

3 資料の情報化・公開実績 4

情報システム登録点数

5

11 著作物資料への利用（出版物掲載等）

指定・登録文化財件数（国・県） 4

6 館外貸出（外部機関等展示等） 1

1

1 博物館資料の受入等

国・県の指定・登録文化財

館蔵資料と寄託資料の合計

千葉県立博物館の事業に係る自己点検（令和７年度事業）

（県立中央博物館：令和７年12月時点）

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

1

B

目標値＜50％

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

2 重点事業における資料の収集点数

4 タイプ標本の数 4

7 館外利用（学術調査等） 4

昨年度実績は、年報「研究用貸出」

から

8 館内利用（学術調査） 4

昨年度実績は、年報「館内利用」か

ら

10 外部データベースへの標本データ提供

新規追加項目

資料１－３



値の説明 数値

令和７年度実績 82,485人

前年度実績 98,169人

令和７年度実績 20,244人

前年度実績 12,990人

令和７年度実績 73,474人

前年度実績 101,718人

令和７年度実績 2回

前年度実績 8回

令和７年度実績 1回

前年度実績 1回

令和７年度実績 7回

前年度実績 15回

9 トピックス展等 令和７年度実績 - 集計中

Ⅱ

入館者数と

来館者の満

足度

来館状況

-

A

集計中

8

5
特別展（房総うみの幸

大百科）
実施回数 4

常設展示 更新回数 1

C

生態園での野外展示を含む

6 トピックス展等 実施回数 1

3

B

現時点で前年度比84％を超えている

2
特別展（房総うみの幸

大百科）
入館者数 4

親子連れをメインターゲットとした

こともあり大幅に増加

1 博物館 入館者数

3 トピックス展等 入館者数 2

●春の展示

・房総のミニチュア「生態園」11,216人

●秋の展示

・水辺の昆虫　14,025人

●企画展

・生薬

●生態園トピックス展

・生態園からはじめる房総の自然観察

10,819人

・生態園のアブラムシ

●トピックス展

・「世界最大級の花、ショクダイオオコ

ンニャク」写真展　13,364人

・民俗学の父・柳田國男　10,952人

・利根川の高瀬船　13,098人

・十二支にちなんで－牛年ー　会期途中

のためカウントなし

・地中からのメッセージ～古墳・古代・

中近世～

・式年神幸祭記念 香取神宮展

総合的な

満足度

7 常設展示
アンケート満足度

「非常に満足」＋

「満足」の割合

令和７年度実績

展示の充

実

4

●春の展示

・房総のミニチュア「生態園」

●秋の展示

・水辺の昆虫

●企画展

・生薬

●生態園トピックス展

・生態園からはじめる房総の自然観察

・生態園のアブラムシ

●トピックス展

・「世界最大級の花、ショクダイオオコ

ンニャク」写真展

・民俗学の父・柳田國男

・利根川の高瀬船

・十二支にちなんで－牛年ー

・地中からのメッセージ～古墳・古代・

中近世～

・式年神幸祭記念 香取神宮展

特別展（房総うみの幸

大百科）
令和７年度実績 81% 4

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント

●（項目１～３）特別展は昨年度実績を大きく上回っている。入館者数も前年度を超える見込みで進んでいる。

●（項目４～６）昨年度よりトピックス展の数、常設展の更新回数は減少している。

●（項目7～９）特別展の満足度は81％と高い値を示した。

　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考



値の説明 数値

令和７年度実績 96%

前年度実績 54%

令和７年度実績 13件

前年度実績 24件

令和７年度実績 559件

前年度実績 599件

令和７年度実績 153,254件

前年度実績 189,741件

令和７年度実績 116件

前年度実績 86件

　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

4

博物館コメント ●すべての項目で順調に推移している。

取材件数

財源の確保

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） B

3

B

HP57件・SNS502件（X397件・

Instagram105件）

2 HPでの利用状況 アクセス数 3

HP(本館・山のFM)

Ⅳ

広報活動の

積極的な展

開

広報情報

発信

1 HP等の情報発信 アップ数

3
報道機関への情報発

信

4

B

達成率＝実績額÷収入見込額（予算

書）×100

昨年度自己評価票111%

外部資金 2 外部資金の獲得 件数 2

科研費（12件）、民間他助成金（1

件）

入場料 1 入場料収入 達成率

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント
●（項目１）入場料収入は収入見込み額を上回る見込み。特別展の入館者数が大きく影響している。前年度実績も大きく上回る見込み。

●（項目２）申請はするものの科研費の採択が少なかった。

Ⅲ



値の説明 数値

令和７年度実績 134校

前年度実績 128校

令和７年度実績 7,911人

前年度実績 8,210人

令和７年度実績 22,411人

前年度実績 21,101人

令和７年度実績 4校

前年度実績 16校

令和７年度実績 267人

前年度実績 797人

令和７年度実績 5団体

前年度実績 52団体

令和７年度実績 9回

前年度実績 54回

令和７年度実績 399人

前年度実績 1,500人

令和７年度実績 198人

前年度実績 203人

令和７年度実績 1206人

前年度実績 1297人

令和７年度実績 616人

前年度実績 25人

令和７年度実績 ー

前年度実績 223人

令和７年度実績 1768人

前年度実績

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

様々な主

体との連

携

博物館コメント

●（項目１～５）学校利用受入れは現時点で昨年度を上回っている。出前講座についてはより積極的なPRが必要。

●（項目６～８）昨年度を大きく下回っているが、担当課が変更になったことによる集計の相違があると考えられる。現在調整中

●（項目11～13）本年度は青葉の森公園が主催するイベントに出展を積極的にしたため、前年度を大きく上回っている。

県立博物館合同事業

の実施
参加者数

千葉学講座。R8年1月18日、2月1日

に実施予定。

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） B

A

連携イベントの実施 参加者数
JAFとの連携事業805人を含む

昨年度と連携についての集計が変更

11

Ⅴ

学校及び地

域（関係団

体）との連

携・協働

学校との

連携

3

地域関係

団体との

連携

9

12

中央博サークル活動 利用人数 3

10 ボランティア活動 活動延人数

青葉の森公園周辺施

設との連携
参加者数 4

昨年度はあおばあまつりに合わせて

館内イベントを実施

C

7 利用回数 1

6

生徒・児童 入館者数 4

連携・共催（大学、

NPO等）

団体数 1

8 利用者数 1

3

4
博学連携（幼小中高

への出前講座等）

学校数 1

5 利用者数 1

2 入館者数 3

1

学校利用受入

学校数 4

B

13



値の説明 数値

令和７年度実績 2,020人

前年度実績 2,488人

令和７年度実績 898人

前年度実績 1,503人

令和７年度実績 3,405人

前年度実績 842人

令和７年度実績 887人

前年度実績 506人

令和７年度実績 405人

前年度実績 363人

令和７年度実績 1,321人

前年度実績 1,900人

令和７年度実績 99人

前年度実績 220人

令和７年度実績 2件

前年度実績 2件

令和７年度実績 1,500人

前年度実績 2,614人

令和７年度実績 2,858人

前年度実績 3,486人

令和７年度実績 4件

前年度実績 4件

令和７年度実績 957人

前年度実績 1,233人

総合的な

満足度
13

満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

令和７年度実績 98% 4 A

※講座・体験イベント全体の数値で

記す

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

博物館コメント
●（項目１～５）おおむね順調に進んでいるが、講座・観察会の参加者数は現時点で60％と昨年度を下回っている。原因を調査中。

●（項目９～１２）おおむね順調に進んでいる

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

Ⅵ
教育・普及

活動

講座

ミュージアム

トーク
参加者数 3

7 参加者数 1

10 レファレンス 件数

講師派遣事業（学校

以外）

9

5

中央博調査

隊･森の調査

隊

参加者数 4

6 自然誌フェスタ 参加者数 2 C

フィ

ール

ド

ミュ

ージ

アム

観察会

8
観察ガイド

マップ
作成数

B

2
講座・観察

会
参加者数 2

3

A

1

展示関連行

事
参加者数 4

4

体験

教室

体験イベン

ト
参加者数 4

B

12 参加者数

11 教育普及書 件数

しいむじな・博物館だより発行数

学習キット貸出 利用者数

前年度まで相談件数としていたもの

（来館・メール、電話）

2

3

4

2

B

講座・体験イベント

等

4

来館状況

利用者対

応



値の説明 数値

令和７年度実績 16人

前年度実績 24人

令和７年度実績 39人

前年度実績 43人

令和７年度実績 3人

前年度実績 18人

令和７年度実績 21人

前年度実績 24人

令和７年度実績 80人

前年度実績

令和７年度実績

前年度実績

令和７年度実績 0回

前年度実績 1回

令和７年度実績 23団体

前年度実績 18団体

令和７年度実績 728人

前年度実績 451人

令和７年度実績 0件

前年度実績

令和７年度実績 0件

前年度実績 4件

令和７年度実績

前年度実績

令和７年度実績 3回

前年度実績 4回

令和７年度実績 14件

前年度実績 23件

令和７年度実績 0回

前年度実績

令和７年度実績 9回

前年度実績 12回

令和７年度実績 41回

前年度実績 80回

令和７年度実績 0回

前年度実績 1回

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

総合

評価
備考

　上段：達成値　下段：目標値

博物館コメント ●デジタルミュージアムについては年度末までに2件は追加予定。

4
デジタル・デバイド

解消のための対策
実施回数 2

展示に関連し、図録・解説書・解説

シート・パンフレット・ポスター・

チラシ等の紙媒体で作成した｡

Ⅸ ICTの活用

大項目Ⅸの総合評価（Ａ～D） C

本年度中に２件予定

2

デジタルミュージア

ム等のコンテンツの

利用状況

視聴数

2

４．人をつなげる

前年度実績は年報ボランティア研修

会＋中央博サークル活動件数

Ⅹ 運営体制

実施計画

を円滑に

進めるた

めの体制

C

博物館コメント ●すべての項目において順調に進んでいる

大項目Ⅹの総合評価（Ａ～D） C

A

博物館コメント ●すべての項目で順調に推移している。

ICTの活

用

1

デジタルミュージア

ム等のコンテンツの

作成・整備

制作数

3

インターネットを活

用したオンラインで

の講座等の開催

開催回数

1

C

現状個別コンテンツの視聴数をとっ

ていない。集計準備をすすめてい

る。

2

A

職員向けのDX研修

会の開催
開催回数

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D）

3
旅行会社等によるツアー等の造成件

数.２月に１件実施予定

Ⅷ
観光資源と

しての活用
観光連携

1 県外来館団体入込 4

2 外国人来館入込 4

博物館コメント ●（項目１～５）おおむね順調に進んでいるが、職場体験については前年度を大きく下回っている

7 防災訓練実施等 実施回数 1

安全管理

6 研修会の開催 実施回数

D
2月中旬以降に実施予定

2 3

Ⅶ
人材育成と

安全管理

実習

研修

1 2

C3 1

5
昨年度まで共同研究員・市民研究員

があったが、本年度から市民研究員

4 3

旅行会社等による活

用
件数

博物館実習 受入人数

受入人数

職場体験 受入人数

インターンシップ 受入人数

市民研究員 受入人数

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） C

4

災害時レスキュー体

制の訓練・検討会の

実施

実施回数

５．未来へつなげる

千葉県博物館協会で実施している災

害連絡訓練。３月に実施予定

１．分野をつなげる

2

他機関・地域との連

携推進に向けた会

議・研究会の開催

開催回数 2

２．地域をつなげる

３．情報をつなげる

青葉の森公園会議等

3

ボランティアや各種

団体を対象とした研

修会・研究会の開催

開催回数

1

教員等の研修



総合評価（Ａ～D）　　［各達成度の平均］ B

総合評価と次年度

への対策

●おおむね順調に進んでいる

●現時点で昨年度実績を下回っている項目については、年度末までに値が改善できるよう務める


